
　今年も残りわずかとなりましたね。これから忘年会やクリスマスなどで街へ出かける機会が増えるかと思います。

体調管理には十分気をつけて、楽しくお過ごしください。また、ご多忙にもかかわらず、図書館だよりの原稿執筆に

ご協力いただきました教員の方々にこの場を借りてお礼申し上げます。それでは皆さま、よいお年をお迎えください。

おすすめ図書おすすめ図書おすすめ図書
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本
書
は「
働
き
方
も
生
活
の
仕
方
も
自
由
に
欲
張
り
た
い
し
、地
域
振
興
も

し
た
い
」と
い
う
理
想
を
具
現
化
し
た
あ
る
Ｉ
Ｔ
企
業
と
徳
島
の
あ
る
町
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
東
京
の
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業「
サ
イ
フ
ァ
ー
・
テ
ッ
ク
」社
は
長
期
に

わ
た
り
赤
字
経
営
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
保
護
に
関
わ
る

業
務
依
頼
が
多
数
舞
い
込
む
よ
う
に
な
り
、業
績
が
回
復
し
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、会
社
の
規
模
も
小
さ
く
、認
知
度
も
低
い
こ
と
か
ら
、人
が
集
ま
ら
ず
、

次
第
に
社
員
の
業
務
負
荷
が
増
え
、人
間
関
係
が
ギ
ス
ギ
ス
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、社
長
の
吉
田
基
晴
さ
ん
は
あ
る
大
胆
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
思
い
つ
き
、

実
行
に
移
し
ま
し
た
。そ
れ
は
徳
島
県
美
波
町
へ
の
オ
フ
ィ
ス
移
転
で
し
た
。

「
昼
休
み
に
サ
ー
フ
ィ
ン
が
で
き
る
会
社
」、「
半
Ｉ
Ｔ
半
○
○
」（
○
○
に
は

自
分
の
趣
味
を
）な
ど
を
謳
い
文
句
に「
暮
ら
し
」と「
仕
事
」を
ミ
ッ
ク
ス

し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
送
れ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
、大
都
市
圏
の
若
者

か
ら
応
募
殺
到
。一
挙
に
人
材
問
題
は
解
決
し
た
の
で
す
が
、い
ざ
、オ
フ
ィ
ス

を
徳
島
の
美
波
町
へ
移
転
し
て
み
る
と
、「
高
齢
化
」、「
人
口
減
少
」、「
若
者
の

都
市
圏
へ
の
流
出
」、「
基
幹
産
業
の
衰
退
」、「
買
物
難
民
」な
ど
の
過
疎
地
域

特
有
の
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。前
述
の
吉
田
さ
ん
と
社
員
は
Ｉ
Ｔ
企
業

な
ら
で
は
の
方
法
で
そ
の
課
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。そ
れ
が
き
っ
か
け

で
彼
ら
は
地
元
住
民
の
信
頼
を
集
め
、感
謝
さ
れ
、そ
れ
ま
で
ぼ
ん
や
り
と

し
て
い
た
存
在
価
値
や
役
割
が
明
確
に
な
り
、充
足
感
も
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。現
在
は「
サ
イ
フ
ァ
ー
・
テ
ッ
ク
」社
他
15
社
が
美
波
町

へ
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
立
し
、各
社
が
持
つ
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
用
い

て
、地
域
振
興
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　「
働
き
方
も
生
活
の
仕
方
も
自
由
に
欲
張
り
た
い
。社
会
貢
献
も
し
た
い
。

で
も
そ
ん
な
会
社
っ
て
存
在
す
る
の
か
な
ぁ
」と
思
う
方
は
必
見
の
１
冊
で
す
。

本
社
は
田
舎
に
限
る
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応援した浅羽靖

特
集
❷ 法学部 准教授　官田 光史

人文学部 教授　田中 綾

図書館OPAC（蔵書検索シス
テム）をリニューアルしました！
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皆さまからの、本冊子に対するご感想を下記のアドレス宛にお寄せください。今後の内容充実のために活用させていただきます。
なお、お寄せいただいたご意見・ご感想についての回答はいたしませんので、あらかじめご了承ください。

▶▶▶ lib@tyhr.hokkai-s-u.ac.jp

冬季休業期間の長期貸出
期間：平成30年12月10日（月）～12月26日（水）
長期貸出返却日：平成31年1月11日（金）

春季休業期間の長期貸出
期間：平成31年1月22日（火）～3月28日（木）
長期貸出返却期限日：
卒業生・修了生………………3月20日（水）
OB・科目等履修生・研究生…3月29日（金）
一般学生………………………4月12日（金）

日曜特別開館（豊平校舎図書館のみ）
平成31年1月27日、2月3日 10：00～16：00

日曜・祝日以外の休館日
冬 季 休 業：平成30年12月27日（木）
　　　　　　～平成31年1月8日（火）
センター試験：平成31年1月19日（土）
入学試験準備：平成31年2月8日（金）
入 学 試 験：平成31年2月9日（土）～2月12日（火）
蔵 書 点 検：平成31年2月20日（水）～2月22日（金）

開館時間変更
センター試験準備日に伴う開館時間短縮：
平成31年1月18日（金）
 9：00～17：00（図書館1階～3階、工学部図書室）
10：00～16：30（図書館4階アクティブ・エリア）

図書館からのお知らせ

拡がる知的好奇心―「ビブリオバトル」の魅力



図書館OPAC
リニューアルしました！

を

蔵書検索
システム

リニューアルしました！

を図書館OPAC

　図書館システムの更新に伴い、2018年9月27日より
蔵書検索システム（OPAC）の画面が大幅に変わりました。
画面だけでなく、新しい機能も追加されましたので、
是非ご活用ください。

　新着図書や貸出回数の多い資料のタイトルや
書影をOPACのトップ画面上で確認できるように
なりました。

 トップ画面に新着案内や
貸出ランキングが
表示されます！ 3Renewal

OPACの検索結果から
関連サイトへの
リンクが簡単に！

　OPACの検索結果画面の関連情報から
書店や国立国会図書館のサイトへアクセス
できるようにしているので、書名を再度入力
せずに書店の取り扱い状況や国立国会図書
館の所蔵状況などを確認することができ、
便利になりました。

5Renewal

　これまでのMyLibraryに備わっていた
貸出・予約・購入依頼の状況確認機能や
貸出履歴のほかに、新たに文献複写・貸借
（ILL）の状況確認機能および予約取消機能
が追加されました。これにより利用状況の
確認や予約取消の手間が軽減されました。

MyLibrary
メニューの充実！6Renewal

　新OPACではタブを切り替えることにより、
図書館所蔵資料だけではなく、他大学および国立
国会図書館の所蔵資料や論文検索等も検索可能
です。また、検索窓にキーワードを一度入力し検索
すれば、タブを切り替えてもキーワードは引き継がれ、
ワンストップで検索することが可能です。

様々な
資料検索が可能に！1Renewal

　検索窓に入力した
文字で始まるキーワ
ードが自動的に表示
されますので、入力
の手間が軽減され
ました。

キーワードの
サジェスト機能を搭載！2Renewal

　検索結果件数が膨大にあり、資料を探
すのが大変な場合でも、著者名や件名、
出版年、所蔵館などの項目が絞り込み条件
（ファセット）として提示されるので、簡単
に探している資料の情報に辿り着くことが
できるようになりました。

ファセット機能を
搭載！4Renewal

OPACの
ココが変わった！

1Bul le t in  of  the Hokkai-Gakuen Univers i t y  L ib rar y _ no.2/vol .402 Bul le t in  of  the Hokkai-Gakuen Univers i t y  L ib rar y _ no.2/vol .40
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　「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」は
、「
人
を
通
し
て
本

を
知
る  

本
を
通
し
て
人
を
知
る
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ゲ
ー
ム
で
、二
○
○
七
年
に
京
都
大
学
の

研
究
室
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
。

　「
ビ
ブ
リ
オ
」は
ラ
テ
ン
語
で「
書
物
」と
い

う
意
味
で
、基
本
ル
ー
ル
は
、実
に
簡
単
。ま

ず
、紹
介
し
た
い
本
を
選
び
、発
表
者（
五
〜

六
人
）は
そ
の
本
に
つ
い
て
五
分
間
で
発
表
、

直
後
に
二
〜
三
分
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

す
る
。そ
の
後
、ど
の
本
が
読
み
た
く
な
っ
た

か
を
基
準
に
投
票
し
、最
も
多
く
票
が
集
ま

っ
た
本
が「
チ
ャ
ン
プ
本
」と
な
る
。必
要
な

も
の
は
、本
と
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
・
タ
イ
マ
ー

の
み
と
い
う
手
軽
さ
も
あ
り
、現
在
で
は
、全

国
の
大
学
や
高
校
、図
書
館
や
カ
フ
ェ
、そ
し

て
企
業
内
な
ど
で
も
開
催
さ
れ
、さ
ま
ざ
ま

な
本
と
の
出
合
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

特 集 ❶

人
文
学
部 

教
授

田
中 

綾

た

な
か

あ
や

　「
知
的
書
評
合
戦
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」の
ロ

ゴ
も
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、「
合
戦
」や「
バ
ト

ル
」と
い
う
名
称
に
は
、若
干
の
抵
抗
を
感
じ

る
人
も
い
る
だ
ろ
う
か
。と
は
い
え
、そ
こ
は

ご
心
配
な
く
。勝
ち
負
け
を
競
う
の
が
目
的

で
は
な
く
、本
の
紹
介
を
通
し
て
、そ
の
〝
人

を
知
る
〞
の
が
一
番
の
目
的
で
も
あ
る
。純

粋
に
、本
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ゲ
ー
ム
と
し
て
愉
し
め
る
の
が
、ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
の
魅
力
と
感
じ
て
い
る
。

　
さ
て
、私
に
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
教
え
て

く
れ
た
の
は
、読
書
好
き
な
本
学
の
学
生
た

ち
だ
っ
た
。四
年
前
の
二
○
一
四
年
、図
書
館

学
課
程
で
熱
心
に
学
ん
で
い
る
法
学
部
の
男

子
学
生
と
、人
文
学
部
の
女
子
学
生
か
ら
、札

幌
市
内
の
ビ
ブ
リ
オ
サ
ー
ク
ル「
リ
ー
ブ
ル
」

（
大
学
生
と
高
校
生
に
よ
る
サ
ー
ク
ル
）を
紹

介
し
て
も
ら
っ
た
。そ
し
て
、「
リ
ー
ブ
ル
」と

合
同
で
、市
内
厚
別
区
の
書
店「
く
す
み
書

房
」で
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
定
期
開
催
す
る

は
こ
び
と
な
っ
た
の
だ
。本
を
通
し
て
、大
学

生
と
高
校
生
、さ
ら
に
地
域
の
人
々
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、知
的
好
奇
心
を

刺
激
さ
れ
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。残
念
な
が
ら
、そ
の
く
す
み
書
房
が
閉

店
に
な
り
、店
主
の
久
住
邦
晴
氏
が
亡
く
な

ら
れ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

　
く
す
み
書
房
で
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を

経
て
、学
園
大
生
有
志
に
よ
る
学
内
で
の

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル「
Ｇ
Ｕ
Ｂ
！ 

Ｇ
Ｕ
Ｂ
！

（G
akuen U

niversity

　Bibliobattle

）」

が
、二
○
一
五
年
四
月
か
ら
開
催
さ
れ
た
。人

文
学
部
ゼ
ミ
室
を
借
り
、学
生
や
大
学
院
生
、

本
学
教
員
、さ
ら
に
高
校
教
員
も
見
学
に
訪

れ
た
こ
と
は
ひ
と
き
わ
印
象
に
残
っ
て
い

る
。毎
回
十
人
程
度
が
集
い
、六
回
の
開
催
が

あ
っ
た
。

　
中
心
メ
ン
バ
ー
が
卒
業
し
た
た
め
、「
Ｇ
Ｕ

Ｂ
！ 

Ｇ
Ｕ
Ｂ
！
」は
小
休
止
と
な
っ
た
が
、そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
受
け
継
ぎ
、二
○
一
五
年
か

ら
、人
文
学
部
の
専
門
科
目「
人
文
学
演
習
」

（
田
中
綾
担
当
）で
、公
開
授
業
と
し
て
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
を
開
催
し
て
い
る
。公
開
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
は
、当
初
は
北
海
学
園
生
協
書

籍
部
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、G’books

の
フ

ロ
ア
で
開
催
し
た
り
、ま
た
、G’stAff

読
書
推

進
活
動
担
当
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
、「
チ
ャ

ン
プ
本
」特
別
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
作
っ
て
い

た
だ
い
た
。学
部
を
超
え
て
、読
書
の
愉
し
み

を
拡
げ
る
た
め
に
も
、ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は

有
効
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　
二
○
一
六
年
に
は
、他
学
部
と
の
コ
ラ
ボ

も
試
み
た
。公
開
授
業
と
し
て
、経
済
学
部
の

川
村
雅
則
ゼ
ミ
と
人
文
学
部
の
田
中
綾
ゼ
ミ

で
、「
人
文
学
部
生
／
経
済
学
部
生
は
こ
れ
を

読
め
！ 

学
部
対
抗
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」を
開

催
。経
済
学
部
の
学
生
の
紹
介
す
る
本
と
、人

文
学
部
の
学
生
の
紹
介
す
る
本
の
違
い
な
ど

も
味
わ
え
、今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ラ
ボ
が

で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.bibliobattle.jp/

）で
、「
全
国

大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」（
主
催
：
活
字
文
化
推

進
会
議
　
共
催
：
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
普
及
委
員

会
）の
バ
ナ
ー
を
ぜ
ひ
一
度
ク
リ
ッ
ク
し
て
い

た
だ
き
た
い
。全
国
各
地
で
、予
選
会
、地
区
決

戦
を
経
て
、東
京
や
大
阪
で
全
国
大
会
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。毎
年
の「
記
録
」を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
、大
学
生
が
ど
の
よ
う
な
本
を
発
表
し
て

い
る
の
か
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
○
一
五
年
度
か
ら
、本
学
も
予
選
会
会
場

と
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
お
り
、二
○
一
七
年

度
か
ら
は
、学
生
部
主
催
で「
北
海
学
園
大
学

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
。第
二

回
目
に
あ
た
る
今
年
は
、十
月
祭
開
催
中
の
十

月
六
日
に
、附
属
図
書
館
四
階
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
、一
般
の
観
戦
者
か

ら
も
好
評
だ
っ
た
と
耳
に
し
て
い
る
。

　
今
年
は
、発
表
者（
バ
ト
ラ
ー
）十
人
が
二

会
場
に
分
か
れ
て
予
選
を
行
い
、投
票
上
位
と

な
っ
た
四
人
が
決
勝
に
進
ん
だ
。上
位
四
人

の
発
表
本
は
、三
秋
縋『
三
日
間
の
幸
福
』（
メ

デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス
文
庫
、小
説
）、土
方
久
功

『
ぶ
た
ぶ
た
く
ん
の
お
か
い
も
の
』（
福
音
館
書

店
、絵
本
）、チ
ョ
ー
ヒ
カ
ル『
絶
滅
生
物
図
誌
』

（
雷
鳥
社
、生
物
学
）、工
藤
あ
ゆ
み『
は
か
れ

な
い
も
の
を
は
か
る
』（
青
幻
舎
、絵
本
）だ
っ

た
。そ
し
て
、決
勝
戦
で
チ
ャ
ン
プ
本
に
選
ば

れ
た
の
は
、イ
タ
リ
ア
語
・
英
語
・
日
本
語
の

三
カ
国
語
で
書
か
れ
た『
は
か
れ
な
い
も
の
を

は
か
る
』で
あ
っ
た
。従
来
的
な
価
値
観
を
、

快
く
揺
さ
ぶ
っ
て
く
れ
る
絵
本
の
世
界
に
観

戦
者
も
魅
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、私
自
身
も

久
々
に
絵
本
を
手
に
し
た
く
な
っ
た
。

　
予
選
会
後
は
北
海
道
地
区
決
戦
が
あ
り
、

「
北
海
道
地
区
決
戦
Ｂ
」は
、旭
川
市
に
あ
る

三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
で
十
一
月
三
日
に
開

催
さ
れ
た
。

　
全
国
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
に
続
き
、二

○
一
四
年
度
か
ら
、「
全
国
高
等
学
校
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
」（
主
催
：
活
字
文
化
推
進
会
議
）が

開
催
さ
れ
て
い
る
。そ
の
北
海
道
大
会
は
、活

字
文
化
推
進
会
議
と
、北
海
道
高
等
学
校
文

化
連
盟（
高
文
連
）ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
専
門
部

の
共
催
で
開
催
さ
れ
、当
初
の
三
年
間
は
北

海
道
大
学
を
会
場
と
し
て
い
た
が
、二
○
一

七
年
度
は
北
海
学
園
大
学
が
共
催
と
な
り
、

後
援
の
北
海
商
科
大
学
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。「
朝
の
読
書
」を
実
施
し
て
い
る
高
校
も

増
え
、高
校
生
が
発
表
す
る
本
は
、小
説
や
地

元
の
作
家
の
著
書
、翻
訳
書
、実
用
書
な
ど
幅

広
く
、関
心
は
尽
き
な
い
。

　
今
年
度（
二
〇
一
八
年
度
）は
本
学
が
主
催

と
な
り
、十
一
月
十
八
日
に
、全
道
十
四
校
の

高
校
生
が
集
い
、「
全
国
高
等
学
校
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
２
０
１
８
北
海
道
大
会
」が
開
催
さ

れ
る
。読
書
活
動
を
通
じ
た
高
大
連
携
は
、教

育
的
効
果
も
高
く
、全
道
の
高
校
生
に
、本
学

の
図
書
館
と
読
書
推
進
活
動
を
伝
え
る
好
機

に
も
な
る
こ
と
が
率
直
に
あ
り
が
た
い
。

　
最
後
に
な
る
が
、私
は
本
学
の
教
員
の
ほ

か
、二
つ
の
仕
事
を
続
け
て
い
る
。一
つ
は
、

三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
館
長（
二
〇
一
七
年

春
か
ら
）、も
う
一
つ
が
、「
歌
人
」も
し
く
は

「
短
歌
評
論
家
」で
、二
十
五
歳
か
ら
主
に
書

評
を
担
当
し
て
い
る
。

　
モ
ノ
書
き
の
中
で
も
、書
評
担
当
は
お
そ

ら
く
特
殊
な
仕
事
と
思
わ
れ
る
の
で
、そ
の

仕
事
内
容
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。書
評
担
当

者
の
仕
事
場
に
は
、お
お
げ
さ
で
は
な
く
、ま

さ
に
大
量
の
本
が「
降
っ
て
く
る（
！
）」。歌

集
や
歌
書
は
じ
め
、近
年
は
詩
歌
全
般
の
著

書
が「
謹
呈
」さ
れ
る
ほ
か
、短
歌
の
結
社
誌

や
同
人
誌
、学
生
短
歌
会
の
機
関
誌
な
ど
が
、

ほ
ぼ
一
日
一
冊
ペ
ー
ス
で
送
ら
れ
て
く
る
。

つ
ま
り
、一
年
に
三
○
○
冊
く
ら
い
の
本
や

雑
誌
が「
降
っ
て
く
る
」こ
と
に
な
る
。し
か

も
、そ
れ
ら
を
読
ん
で
評
を
書
く
の
が
仕
事

で
あ
る
た
め
、常
に
締
め
切
り
日
に
向
け
て
、

「
降
っ
て
き
た
」本
を
読
み
、読
み
、読
み
、評

を
書
く
、書
く
、書
く
の
で
あ
る
。

　
基
本
的
に
本
は「
仕
事（
書
評
を
書
く
た
め
）

と
し
て
読
む
」の
で
、Ｐ
Ｃ
に
向
か
い
、本
に
ふ

せ
ん
を
ぺ
た
ぺ
た
貼
り
な
が
ら
読
み
す
す
め

て
い
く
。ま
ち
が
っ
て
も
、寝
転
が
っ
て
読
ん

だ
り
、楽
し
み
の
た
め
に
読
書
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
実
情
で
も
あ
る
。

　
そ
ん
な
生
活
の
な
か
、ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の

お
か
げ
で
、よ
う
や
く「
趣
味
と
し
て
の
読
書
」

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。学
生
が
紹
介
す

る
日
常
系
ミ
ス
テ
リ
ー
や
、フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小

説
、あ
る
い
は
恋
愛
譚
な
ど
、熱
の
こ
も
っ
た

発
表
を
聞
く
た
び
に
気
に
掛
か
り
、そ
の
ま
ま

書
店
に
足
を
運
ぶ
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
魅
力
の
一
つ
が
、「
ふ

だ
ん
は
読
ま
な
い
ジ
ャ
ン
ル
の
本
と
出
合
う

こ
と
が
で
き
る
」こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。知
的

好
奇
心
を
刺
激
し
て
や
ま
な
い
、そ
ん
な
時

間
を
、今
後
も
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
と
共
有
し

て
い
き
た
い
。

拡
が
る
知
的
好
奇
心

―
﹁
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
﹂の
魅
力

拡
が
る
知
的
好
奇
心

―
﹁
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
﹂の
魅
力

人
を
通
し
て
本
を
知
る

本
を
通
し
て
人
を
知
る

図
書
館
学
課
程
で

熱
心
に
学
ぶ
学
生
た
ち

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
魅
力

―
―「
書
評
」を
書
く
立
場
か
ら

高
校
生
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
も

学
内
で
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を

全
国
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
の
開
催

参考図書　※すべて本学図書館で収蔵
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　「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」は
、「
人
を
通
し
て
本

を
知
る  

本
を
通
し
て
人
を
知
る
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ゲ
ー
ム
で
、二
○
○
七
年
に
京
都
大
学
の

研
究
室
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
。

　「
ビ
ブ
リ
オ
」は
ラ
テ
ン
語
で「
書
物
」と
い

う
意
味
で
、基
本
ル
ー
ル
は
、実
に
簡
単
。ま

ず
、紹
介
し
た
い
本
を
選
び
、発
表
者（
五
〜

六
人
）は
そ
の
本
に
つ
い
て
五
分
間
で
発
表
、

直
後
に
二
〜
三
分
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

す
る
。そ
の
後
、ど
の
本
が
読
み
た
く
な
っ
た

か
を
基
準
に
投
票
し
、最
も
多
く
票
が
集
ま

っ
た
本
が「
チ
ャ
ン
プ
本
」と
な
る
。必
要
な

も
の
は
、本
と
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
・
タ
イ
マ
ー

の
み
と
い
う
手
軽
さ
も
あ
り
、現
在
で
は
、全

国
の
大
学
や
高
校
、図
書
館
や
カ
フ
ェ
、そ
し

て
企
業
内
な
ど
で
も
開
催
さ
れ
、さ
ま
ざ
ま

な
本
と
の
出
合
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

特 集 ❶

人
文
学
部 

教
授

田
中 

綾

た

な
か

あ
や

　「
知
的
書
評
合
戦
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」の
ロ

ゴ
も
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、「
合
戦
」や「
バ
ト

ル
」と
い
う
名
称
に
は
、若
干
の
抵
抗
を
感
じ

る
人
も
い
る
だ
ろ
う
か
。と
は
い
え
、そ
こ
は

ご
心
配
な
く
。勝
ち
負
け
を
競
う
の
が
目
的

で
は
な
く
、本
の
紹
介
を
通
し
て
、そ
の
〝
人

を
知
る
〞
の
が
一
番
の
目
的
で
も
あ
る
。純

粋
に
、本
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ゲ
ー
ム
と
し
て
愉
し
め
る
の
が
、ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
の
魅
力
と
感
じ
て
い
る
。

　
さ
て
、私
に
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
教
え
て

く
れ
た
の
は
、読
書
好
き
な
本
学
の
学
生
た

ち
だ
っ
た
。四
年
前
の
二
○
一
四
年
、図
書
館

学
課
程
で
熱
心
に
学
ん
で
い
る
法
学
部
の
男

子
学
生
と
、人
文
学
部
の
女
子
学
生
か
ら
、札

幌
市
内
の
ビ
ブ
リ
オ
サ
ー
ク
ル「
リ
ー
ブ
ル
」

（
大
学
生
と
高
校
生
に
よ
る
サ
ー
ク
ル
）を
紹

介
し
て
も
ら
っ
た
。そ
し
て
、「
リ
ー
ブ
ル
」と

合
同
で
、市
内
厚
別
区
の
書
店「
く
す
み
書

房
」で
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
定
期
開
催
す
る

は
こ
び
と
な
っ
た
の
だ
。本
を
通
し
て
、大
学

生
と
高
校
生
、さ
ら
に
地
域
の
人
々
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、知
的
好
奇
心
を

刺
激
さ
れ
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。残
念
な
が
ら
、そ
の
く
す
み
書
房
が
閉

店
に
な
り
、店
主
の
久
住
邦
晴
氏
が
亡
く
な

ら
れ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

　
く
す
み
書
房
で
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を

経
て
、学
園
大
生
有
志
に
よ
る
学
内
で
の

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル「
Ｇ
Ｕ
Ｂ
！ 

Ｇ
Ｕ
Ｂ
！

（G
akuen U

niversity

　Bibliobattle

）」

が
、二
○
一
五
年
四
月
か
ら
開
催
さ
れ
た
。人

文
学
部
ゼ
ミ
室
を
借
り
、学
生
や
大
学
院
生
、

本
学
教
員
、さ
ら
に
高
校
教
員
も
見
学
に
訪

れ
た
こ
と
は
ひ
と
き
わ
印
象
に
残
っ
て
い

る
。毎
回
十
人
程
度
が
集
い
、六
回
の
開
催
が

あ
っ
た
。

　
中
心
メ
ン
バ
ー
が
卒
業
し
た
た
め
、「
Ｇ
Ｕ

Ｂ
！ 

Ｇ
Ｕ
Ｂ
！
」は
小
休
止
と
な
っ
た
が
、そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
受
け
継
ぎ
、二
○
一
五
年
か

ら
、人
文
学
部
の
専
門
科
目「
人
文
学
演
習
」

（
田
中
綾
担
当
）で
、公
開
授
業
と
し
て
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
を
開
催
し
て
い
る
。公
開
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
は
、当
初
は
北
海
学
園
生
協
書

籍
部
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、G’books

の
フ

ロ
ア
で
開
催
し
た
り
、ま
た
、G’stAff

読
書
推

進
活
動
担
当
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
、「
チ
ャ

ン
プ
本
」特
別
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
作
っ
て
い

た
だ
い
た
。学
部
を
超
え
て
、読
書
の
愉
し
み

を
拡
げ
る
た
め
に
も
、ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は

有
効
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　
二
○
一
六
年
に
は
、他
学
部
と
の
コ
ラ
ボ

も
試
み
た
。公
開
授
業
と
し
て
、経
済
学
部
の

川
村
雅
則
ゼ
ミ
と
人
文
学
部
の
田
中
綾
ゼ
ミ

で
、「
人
文
学
部
生
／
経
済
学
部
生
は
こ
れ
を

読
め
！ 

学
部
対
抗
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」を
開

催
。経
済
学
部
の
学
生
の
紹
介
す
る
本
と
、人

文
学
部
の
学
生
の
紹
介
す
る
本
の
違
い
な
ど

も
味
わ
え
、今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ラ
ボ
が

で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.bibliobattle.jp/

）で
、「
全
国

大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」（
主
催
：
活
字
文
化
推

進
会
議
　
共
催
：
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
普
及
委
員

会
）の
バ
ナ
ー
を
ぜ
ひ
一
度
ク
リ
ッ
ク
し
て
い

た
だ
き
た
い
。全
国
各
地
で
、予
選
会
、地
区
決

戦
を
経
て
、東
京
や
大
阪
で
全
国
大
会
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。毎
年
の「
記
録
」を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
、大
学
生
が
ど
の
よ
う
な
本
を
発
表
し
て

い
る
の
か
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
○
一
五
年
度
か
ら
、本
学
も
予
選
会
会
場

と
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
お
り
、二
○
一
七
年

度
か
ら
は
、学
生
部
主
催
で「
北
海
学
園
大
学

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
。第
二

回
目
に
あ
た
る
今
年
は
、十
月
祭
開
催
中
の
十

月
六
日
に
、附
属
図
書
館
四
階
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
、一
般
の
観
戦
者
か

ら
も
好
評
だ
っ
た
と
耳
に
し
て
い
る
。

　
今
年
は
、発
表
者（
バ
ト
ラ
ー
）十
人
が
二

会
場
に
分
か
れ
て
予
選
を
行
い
、投
票
上
位
と

な
っ
た
四
人
が
決
勝
に
進
ん
だ
。上
位
四
人

の
発
表
本
は
、三
秋
縋『
三
日
間
の
幸
福
』（
メ

デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス
文
庫
、小
説
）、土
方
久
功

『
ぶ
た
ぶ
た
く
ん
の
お
か
い
も
の
』（
福
音
館
書

店
、絵
本
）、チ
ョ
ー
ヒ
カ
ル『
絶
滅
生
物
図
誌
』

（
雷
鳥
社
、生
物
学
）、工
藤
あ
ゆ
み『
は
か
れ

な
い
も
の
を
は
か
る
』（
青
幻
舎
、絵
本
）だ
っ

た
。そ
し
て
、決
勝
戦
で
チ
ャ
ン
プ
本
に
選
ば

れ
た
の
は
、イ
タ
リ
ア
語
・
英
語
・
日
本
語
の

三
カ
国
語
で
書
か
れ
た『
は
か
れ
な
い
も
の
を

は
か
る
』で
あ
っ
た
。従
来
的
な
価
値
観
を
、

快
く
揺
さ
ぶ
っ
て
く
れ
る
絵
本
の
世
界
に
観

戦
者
も
魅
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、私
自
身
も

久
々
に
絵
本
を
手
に
し
た
く
な
っ
た
。

　
予
選
会
後
は
北
海
道
地
区
決
戦
が
あ
り
、

「
北
海
道
地
区
決
戦
Ｂ
」は
、旭
川
市
に
あ
る

三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
で
十
一
月
三
日
に
開

催
さ
れ
た
。

　
全
国
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
に
続
き
、二

○
一
四
年
度
か
ら
、「
全
国
高
等
学
校
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
」（
主
催
：
活
字
文
化
推
進
会
議
）が

開
催
さ
れ
て
い
る
。そ
の
北
海
道
大
会
は
、活

字
文
化
推
進
会
議
と
、北
海
道
高
等
学
校
文

化
連
盟（
高
文
連
）ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
専
門
部

の
共
催
で
開
催
さ
れ
、当
初
の
三
年
間
は
北

海
道
大
学
を
会
場
と
し
て
い
た
が
、二
○
一

七
年
度
は
北
海
学
園
大
学
が
共
催
と
な
り
、

後
援
の
北
海
商
科
大
学
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。「
朝
の
読
書
」を
実
施
し
て
い
る
高
校
も

増
え
、高
校
生
が
発
表
す
る
本
は
、小
説
や
地

元
の
作
家
の
著
書
、翻
訳
書
、実
用
書
な
ど
幅

広
く
、関
心
は
尽
き
な
い
。

　
今
年
度（
二
〇
一
八
年
度
）は
本
学
が
主
催

と
な
り
、十
一
月
十
八
日
に
、全
道
十
四
校
の

高
校
生
が
集
い
、「
全
国
高
等
学
校
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
２
０
１
８
北
海
道
大
会
」が
開
催
さ

れ
る
。読
書
活
動
を
通
じ
た
高
大
連
携
は
、教

育
的
効
果
も
高
く
、全
道
の
高
校
生
に
、本
学

の
図
書
館
と
読
書
推
進
活
動
を
伝
え
る
好
機

に
も
な
る
こ
と
が
率
直
に
あ
り
が
た
い
。

　
最
後
に
な
る
が
、私
は
本
学
の
教
員
の
ほ

か
、二
つ
の
仕
事
を
続
け
て
い
る
。一
つ
は
、

三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
館
長（
二
〇
一
七
年

春
か
ら
）、も
う
一
つ
が
、「
歌
人
」も
し
く
は

「
短
歌
評
論
家
」で
、二
十
五
歳
か
ら
主
に
書

評
を
担
当
し
て
い
る
。

　
モ
ノ
書
き
の
中
で
も
、書
評
担
当
は
お
そ

ら
く
特
殊
な
仕
事
と
思
わ
れ
る
の
で
、そ
の

仕
事
内
容
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。書
評
担
当

者
の
仕
事
場
に
は
、お
お
げ
さ
で
は
な
く
、ま

さ
に
大
量
の
本
が「
降
っ
て
く
る（
！
）」。歌

集
や
歌
書
は
じ
め
、近
年
は
詩
歌
全
般
の
著

書
が「
謹
呈
」さ
れ
る
ほ
か
、短
歌
の
結
社
誌

や
同
人
誌
、学
生
短
歌
会
の
機
関
誌
な
ど
が
、

ほ
ぼ
一
日
一
冊
ペ
ー
ス
で
送
ら
れ
て
く
る
。

つ
ま
り
、一
年
に
三
○
○
冊
く
ら
い
の
本
や

雑
誌
が「
降
っ
て
く
る
」こ
と
に
な
る
。し
か

も
、そ
れ
ら
を
読
ん
で
評
を
書
く
の
が
仕
事

で
あ
る
た
め
、常
に
締
め
切
り
日
に
向
け
て
、

「
降
っ
て
き
た
」本
を
読
み
、読
み
、読
み
、評

を
書
く
、書
く
、書
く
の
で
あ
る
。

　
基
本
的
に
本
は「
仕
事（
書
評
を
書
く
た
め
）

と
し
て
読
む
」の
で
、Ｐ
Ｃ
に
向
か
い
、本
に
ふ

せ
ん
を
ぺ
た
ぺ
た
貼
り
な
が
ら
読
み
す
す
め

て
い
く
。ま
ち
が
っ
て
も
、寝
転
が
っ
て
読
ん

だ
り
、楽
し
み
の
た
め
に
読
書
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
実
情
で
も
あ
る
。

　
そ
ん
な
生
活
の
な
か
、ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の

お
か
げ
で
、よ
う
や
く「
趣
味
と
し
て
の
読
書
」

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。学
生
が
紹
介
す

る
日
常
系
ミ
ス
テ
リ
ー
や
、フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小

説
、あ
る
い
は
恋
愛
譚
な
ど
、熱
の
こ
も
っ
た

発
表
を
聞
く
た
び
に
気
に
掛
か
り
、そ
の
ま
ま

書
店
に
足
を
運
ぶ
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
魅
力
の
一
つ
が
、「
ふ

だ
ん
は
読
ま
な
い
ジ
ャ
ン
ル
の
本
と
出
合
う

こ
と
が
で
き
る
」こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。知
的

好
奇
心
を
刺
激
し
て
や
ま
な
い
、そ
ん
な
時

間
を
、今
後
も
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
と
共
有
し

て
い
き
た
い
。

拡
が
る
知
的
好
奇
心

―

﹁
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
﹂の
魅
力

拡
が
る
知
的
好
奇
心

―

﹁
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
﹂の
魅
力

人
を
通
し
て
本
を
知
る

本
を
通
し
て
人
を
知
る

図
書
館
学
課
程
で

熱
心
に
学
ぶ
学
生
た
ち

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
魅
力

―
―「
書
評
」を
書
く
立
場
か
ら

高
校
生
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
も

学
内
で
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を

全
国
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
の
開
催

参考図書　※すべて本学図書館で収蔵

ビブリオバトル普及委員会

『ビブリオバトルハンドブック』 2015 子どもの未来社
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［本学図書館3F/019.9/KAS］
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『マンガでわかるビブリオバトルに挑戦！
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明
治
の
美
術
館
設
立
運
動
を
応
援
し
た
浅
羽
靖

明
治
の
美
術
館
設
立
運
動
を
応
援
し
た
浅
羽
靖

振
興
政
策
の
基
底
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

の
で
す
。こ
こ
に
浅
羽
が
美
術
館
設
立
運
動

を
応
援
し
た
理
由
は
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、美
術
館
は
簡
単
に
は
設
立
さ
れ

ま
せ
ん
。26
議
会
の
建
議
案
に
対
し
て
、政
府

は
財
政
的
に
厳
し
い
と
い
う
見
解
を
述
べ
て

い
ま
す
。こ
の
こ
と
を
反
映
し
て
か
、26
議
会

以
降
の
建
議
や
請
願
の
名
称
に
は
美
術
展
覧

会
場
の
設
立
の
み
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。と
は
い
え
、そ
の
説
明
で
は
美
術

館
の
設
立
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
27
議
会
に
な
る
と
岡
た
ち
が
再
び
請
願
を

提
出
し
た
の
に
呼
応
し
て
、浅
羽
た
ち
も
建
議

案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。そ
の
本
文
で
は
、美

術
展
覧
会
場
を
設
け
れ
ば
明
治
50
年
の
大
博

覧
会
に
も
資
す
る
と
い
う
新
た
な
論
理
が
用

い
ら
れ
ま
し
た
。明
治
150
年
に
あ
た
る
今
年

は
、各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。同
様
に
当
時
も
１
９
１
７
年
に

明
治
50
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、万
国
博
覧
会

（
万
博
）の
開
催
が
見
込
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
建
議
案
の
説
明
に
お
い
て
、浅
羽
は
万
博

の
開
催
に
触
れ
、日
本
の
名
誉
を
気
に
し
て

い
ま
す
。来
日
観
光
客
の
目
に
日
本
の
美
術

施
設
が
ど
の
よ
う
に
映
る
か
心
配
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。そ
の
思
い
は
文
部
省
に
よ
っ
て

も
共
有
さ
れ
て
い
ま
し
た
。岡
田
良
平
次
官

は
、当
局
と
し
て
も
財
政
が
許
せ
ば
な
る
べ

く
早
く
計
画
を
立
て
た
い
と
応
じ
て
い
ま

館
の
設
立
を
求
め
る
建
議（
１
９
１
０
年
の

26
議
会
と
１
９
１
１
年
の
27
議
会
）や
請
願

（
１
９
０
９
年
の
25
議
会
と
27
議
会
）に
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。建
議
は
議
会
が

政
府
に
対
し
て
意
見
を
表
明
す
る
も
の
で
、

請
願
は
国
民
が
議
員
の
紹
介
を
経
て
議
会
に

提
出
す
る
も
の
で
す
。国
民
の
請
願
書
は
議

会
が
審
査
し
、採
択
さ
れ
る
と
政
府
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
ろ
の
日
本
に
現
代
の
私
た
ち
が
イ

メ
ー
ジ
す
る
美
術
館
は
存
在
し
ま
せ
ん
。そ

の
設
立
運
動
の
経
過
に
つ
い
て
は
、朴
昭
炫

『「
戦
場
」と
し
て
の
美
術
館―

日
本
の
近
代

美
術
館
設
立
運
動
／
論
争
史
』（
ブ
リ
ュ
ッ

ケ
、２
０
１
２
年
）が
詳
し
い
で
す
。

　
同
書
に
よ
る
と
、１
９
０
７
年
に
上
野
公

園
で
東
京
勧
業
博
覧
会
が
開
か
れ
た
後
、民

間
の
美
術
団
体
は
博
覧
会
の
施
設
で
あ
っ
た

竹
之
台
陳
列
館
で
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま

し
た
。と
こ
ろ
が
、こ
の
陳
列
館
を
管
理
す

る
帝
室
博
物
館
が
建
物
の
修
理
費
を
工
面
す

る
た
め
、美
術
団
体
に
相
談
す
る
こ
と
な
く
、

他
の
催
し
物
に
貸
与
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
困
っ
た
岡
精
一
ら
洋
画
家
た
ち
は

25
議
会
に
請
願
を
提
出
し
よ
う
と
し
ま
し

た
。こ
の
請
願
で
は
、美
術
品
を
展
示
す
る

会
場
と
、国
内
外
の
美
術
品
を
系
統
的
に
収

集
す
る
美
術
館
の
設
置
が
訴
え
ら
れ
ま
す
。

両
者
は
同
じ
建
物
に
併
設
さ
れ
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。現
在
の
美
術
館
の
多

く
で
採
ら
れ
て
い
る
方
式
と
い
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
請
願
の
紹
介
議
員
と

な
っ
た
の
が
浅
羽
で
し
た
。な
ぜ

浅
羽
は
美
術
館
設
立
運
動
を
応

援
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
帝
国

議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」に

よ
っ
て
浅
羽
の
発
言
を
辿
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
25
議
会
に
お
い
て
、ま
ず
浅
羽
は
美
術
館

設
立
の
請
願
が
１
８
９
０
年
の
帝
国
議
会
開

設
以
来
、初
め
て
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま

す
。浅
羽
自
身
は
美
術
家
で
も
美
術
団
体
の

会
員
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
長
年
苦
労

し
て
い
る
美
術
家
た
ち
を
放
っ
て
お
け
ず
、

紹
介
者
を
買
っ
て
出
た
の
で
し
た
。

　
浅
羽
は
美
術
団
体
が
竹
之
台
陳
列
館
を
使

　
浅
羽
靖（
号
は
苗
邨
、１
８
５
４
〜
１
９

１
４
年
）は
、北
海
中
学
校
の
経
営
と
教
育

に
力
を
尽
く
し
た
人
物
で
す
。胸
像
が
北
海

高
校
の
正
門
近
く
に
建
っ
て
い
ま
す
。

　
浅
羽
に
は
役
人
、教
育
者
、実
業
家
、政
治

家
と
、い
く
つ
も
の
顔
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
多
彩
な
活
動
は
、中
嶋
健
一『「
北
海
学
園

の
父
」浅
羽
靖
』（
北
海
学
園
、１
９
６
９
年
）

に
よ
っ
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
図
書
館
だ
よ
り
』を
ご
覧
の
皆
さ
ん
の
な
か

に
は
、大
学
附
属
図
書
館
の
ル
ー
ツ
で
も
あ

る
北
駕
文
庫
の
設
立
者
と
し
て
ご
存
じ
の
方

も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
１
９
１
１（
明
治
44
）年
の
北
海
道
行
啓

に
お
い
て
、嘉
仁
皇
太
子（
の
ち
の
大
正
天

皇
）の
訪
問
先
に
は
北
海
中
学
校
も
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。そ
の
記
念
と
し
て
、浅
羽
は

自
身
の
蔵
書
や
全
国
各
地
か
ら
の
寄
贈
図
書

を
も
と
に
北
駕
文
庫
を
設
け
、一
般
の
利
用

に
供
し
た
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
浅
羽
の
文
化
施
設
に
対
す
る

関
心
は
、図
書
館
に
と
ど
ま
ら
ず
美
術
館
に

も
及
ん
で
い
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、浅
羽
が

応
援
し
た
明
治
の
美
術
館
設
立
運
動
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
浅
羽
に
つ
い
て
私
が
調
べ
は
じ
め
た
き
っ

か
け
は
、教
養
科
目
の
歴
史
学
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
講
義
の
な
か
で
学
生
た
ち
に
日
本
の
近

現
代
史
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
、浅
羽
の
活
動
を
取
り
上
げ
た
の
で
し
た
。

　
そ
の
準
備
に
あ
た
っ
て
、浅
羽
の
関
係
資

料（
著
作
や
書
簡
な
ど
）を
で
き
る
か
ぎ
り

収
集
し
ま
し
た
。と
く
に
便
利
だ
っ
た
の

が
、国
立
国
会
図
書
館「
帝
国
議
会
会
議
録

検
索
シ
ス
テ
ム
」（http://teikokugikai-i.

ndl.go.jp/

）で
す
。浅
羽
は
晩
年
の
約
10

年
間
、札
幌
選
挙
区
選
出
の
衆
議
院
議
員
で

し
た
。

　
議
員
と
し
て
の
浅
羽
は
、同
時
代
の
政
治

家
た
ち
と
同
様
に
河
川
、鉄
道
、港
湾
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
こ
と
で
地
元
・
北

海
道
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
情
報
は
講
義
を
組
み
立
て
る

う
え
で
と
て
も
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
気
付
い
た
の
は
、浅
羽
が
美
術

用
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
同
情
す
る
一
方

で
、同
館
で
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
問
題
視
し
て
い
ま
す
。と
い
う
の
も
、

こ
の
展
覧
会
の
す
ぐ
側
で
は
商
品
の
販
売
が

行
わ
れ
、家
畜
の
品
評
会
も
開
か
れ
て
い
た

の
で
し
た
。落
ち
着
い
て
作
品
を
鑑
賞
す
る

に
は
不
向
き
な
環
境
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
も
っ
と
も
、浅
羽
は
単
に
義
侠
心
か
ら
紹

介
議
員
と
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
行
動
を
浅
羽
に
と
ら
せ
た
の
は
、

政
治
家
と
し
て
の
見
識
で
し
た
。

　
日
本
に
は
自
国
の
作
品
を
歴
史
的
に
分
類

し
、世
界
各
国
の
作
品
を
収
集
す
る
美
術
館

が
な
い
。そ
の
た
め
、美
術
家
た
ち
が
美
術

品
を
自
身
の
技
能
の
向
上
や
美
術
工
芸
の
発

達
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。こ
れ
が

日
本
の
現
状
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、美
術

教
育
を
盛
ん
に
す
る
た
め
に
、専
門
的
な
美

術
館
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
浅
羽
は
、美
術
家
が
他
の
作

品
を
参
照
す
る
こ
と
で
日
本
の
美
術
全
体
が

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
ま

す
。そ
の
空
間
と
し
て
美
術
館
は
構
想
さ
れ

て
い
た
の
で
し
た
。

　
さ
ら
に
印
象
的
な
の
が
、浅
羽
の「
美
術
そ

の
も
の
は
一
国
の
贅
沢
を
奨
励
す
る
も
の
に

あ
ら
ず
」と
い
う
言
葉
で
す
。そ
の
意
図
は
美

術
が
進
歩
す
れ
ば
美
術
工
芸
品
が
発
達
す
る
、

そ
う
す
れ
ば
海
外
輸
出
の
促
進
に
つ
な
が
る

と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。政
治
家
と

し
て
の
浅
羽
の
な
か
で
、美
術
館
設
立
は
貿
易

す
。こ
の
よ
う
に
浅
羽
た
ち
は
、万
博
の
開
催

と
い
う
旗
を
掲
げ
る
こ
と
で
、文
部
省
か
ら

前
向
き
な
答
弁
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し

た
の
で
し
た
。

　
も
っ
と
も
、ご
存
じ
の
と
お
り
１
９
１
２

年
に
元
号
は
明
治
か
ら
大
正
に
改
め
ら
れ
ま

す
。明
治
50
年
の
万
博
は
幻
と
な
っ
た
わ
け

で
す
。結
局
、浅
羽
の
存
命
中
に
美
術
館
の

設
立
は
具
体
化
し
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の

後
、こ
の
運
動
は
紆
余
曲
折
を
経
ま
す
が
、

北
九
州
の
実
業
家
・
佐
藤
慶
太
郎
の
寄
付
を

受
け
て
東
京
府
美
術
館（
現
在
の
東
京
都
美

術
館
）の
開
館
に
至
り
ま
す
。１
９
２
６（
大

正
15
）年
、浅
羽
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
10
年

近
く
後
の
こ
と
で
す
。

　
美
術
館
設
立
運
動
の
応
援
に
あ
た
っ
て
、浅

羽
は
美
術
家
が
他
の
作
品
を
参
照
す
る
こ
と
を

重
視
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
人
が
文
物

を〈
見
る
〉と
い
う
こ
と
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
は
、

浅
羽
の
多
彩
な
活
動
の
な
か
に
共
通
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。こ
れ
が
当
て
は
ま
る
の

は
、北
駕
文
庫
の
設
立
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
１
９
１
１
年
の
北
海
道
行
啓
で
は
、

北
海
道
命
名
関
係
の
資
料
な
ど
、松
浦
武
四
郎

ゆ
か
り
の
書
物
の
台
覧
を
自
ら
の
企
画
に

よ
っ
て
実
現
し
て
い
ま
す（『
北
海
タ
イ
ム
ス
』

同
年
９
月
21
日
付
）。ま
た
、１
９
０
２
年
に
は

名
所
旧
跡
を
め
ぐ
る
北
海
道
旅
行
倶
楽
部
を

作
り
、会
員
の
心
身
を
鍛
え
よ
う
と
し
ま
し
た

（『
北
海
道
旅
行
倶
楽
部
規
則
』）。

　
こ
の
よ
う
に
辿
っ
て
く
る
と
、浅
羽
は〈
見

る
〉と
い
う
行
為
の
な
か
に
個
人
や
社
会
が
成

長
す
る
契
機
が
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た

人
物
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。だ
か
ら
こ

そ
、美
術
館
設
立
と
貿
易
振
興
政
策
を
結
び
付

け
る
発
想
も
可
能
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
北
海
道
の
新
聞
に
は
、東
京
の
美
術
館
で

開
催
さ
れ
る
展
覧
会
の
広
告
が
よ
く
掲
載
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。道
内
外
の
展

覧
会
を
楽
し
ん
で
い
る
美
術
フ
ァ
ン
の
方
が

多
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。皆
さ
ん

も
東
京
都
美
術
館
に
足
を
運
ば
れ
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、浅
羽
の
奮
闘
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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明
治
の
美
術
館
設
立
運
動
を
応
援
し
た
浅
羽
靖

明
治
の
美
術
館
設
立
運
動
を
応
援
し
た
浅
羽
靖

振
興
政
策
の
基
底
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

の
で
す
。こ
こ
に
浅
羽
が
美
術
館
設
立
運
動

を
応
援
し
た
理
由
は
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、美
術
館
は
簡
単
に
は
設
立
さ
れ

ま
せ
ん
。26
議
会
の
建
議
案
に
対
し
て
、政
府

は
財
政
的
に
厳
し
い
と
い
う
見
解
を
述
べ
て

い
ま
す
。こ
の
こ
と
を
反
映
し
て
か
、26
議
会

以
降
の
建
議
や
請
願
の
名
称
に
は
美
術
展
覧

会
場
の
設
立
の
み
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。と
は
い
え
、そ
の
説
明
で
は
美
術

館
の
設
立
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
27
議
会
に
な
る
と
岡
た
ち
が
再
び
請
願
を

提
出
し
た
の
に
呼
応
し
て
、浅
羽
た
ち
も
建
議

案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。そ
の
本
文
で
は
、美

術
展
覧
会
場
を
設
け
れ
ば
明
治
50
年
の
大
博

覧
会
に
も
資
す
る
と
い
う
新
た
な
論
理
が
用

い
ら
れ
ま
し
た
。明
治
150
年
に
あ
た
る
今
年

は
、各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。同
様
に
当
時
も
１
９
１
７
年
に

明
治
50
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、万
国
博
覧
会

（
万
博
）の
開
催
が
見
込
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
建
議
案
の
説
明
に
お
い
て
、浅
羽
は
万
博

の
開
催
に
触
れ
、日
本
の
名
誉
を
気
に
し
て

い
ま
す
。来
日
観
光
客
の
目
に
日
本
の
美
術

施
設
が
ど
の
よ
う
に
映
る
か
心
配
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。そ
の
思
い
は
文
部
省
に
よ
っ
て

も
共
有
さ
れ
て
い
ま
し
た
。岡
田
良
平
次
官

は
、当
局
と
し
て
も
財
政
が
許
せ
ば
な
る
べ

く
早
く
計
画
を
立
て
た
い
と
応
じ
て
い
ま

館
の
設
立
を
求
め
る
建
議（
１
９
１
０
年
の

26
議
会
と
１
９
１
１
年
の
27
議
会
）や
請
願

（
１
９
０
９
年
の
25
議
会
と
27
議
会
）に
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。建
議
は
議
会
が

政
府
に
対
し
て
意
見
を
表
明
す
る
も
の
で
、

請
願
は
国
民
が
議
員
の
紹
介
を
経
て
議
会
に

提
出
す
る
も
の
で
す
。国
民
の
請
願
書
は
議

会
が
審
査
し
、採
択
さ
れ
る
と
政
府
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
ろ
の
日
本
に
現
代
の
私
た
ち
が
イ

メ
ー
ジ
す
る
美
術
館
は
存
在
し
ま
せ
ん
。そ

の
設
立
運
動
の
経
過
に
つ
い
て
は
、朴
昭
炫

『「
戦
場
」と
し
て
の
美
術
館―

日
本
の
近
代

美
術
館
設
立
運
動
／
論
争
史
』（
ブ
リ
ュ
ッ

ケ
、２
０
１
２
年
）が
詳
し
い
で
す
。

　
同
書
に
よ
る
と
、１
９
０
７
年
に
上
野
公

園
で
東
京
勧
業
博
覧
会
が
開
か
れ
た
後
、民

間
の
美
術
団
体
は
博
覧
会
の
施
設
で
あ
っ
た

竹
之
台
陳
列
館
で
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま

し
た
。と
こ
ろ
が
、こ
の
陳
列
館
を
管
理
す

る
帝
室
博
物
館
が
建
物
の
修
理
費
を
工
面
す

る
た
め
、美
術
団
体
に
相
談
す
る
こ
と
な
く
、

他
の
催
し
物
に
貸
与
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
困
っ
た
岡
精
一
ら
洋
画
家
た
ち
は

25
議
会
に
請
願
を
提
出
し
よ
う
と
し
ま
し

た
。こ
の
請
願
で
は
、美
術
品
を
展
示
す
る

会
場
と
、国
内
外
の
美
術
品
を
系
統
的
に
収

集
す
る
美
術
館
の
設
置
が
訴
え
ら
れ
ま
す
。

両
者
は
同
じ
建
物
に
併
設
さ
れ
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。現
在
の
美
術
館
の
多

く
で
採
ら
れ
て
い
る
方
式
と
い
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
請
願
の
紹
介
議
員
と

な
っ
た
の
が
浅
羽
で
し
た
。な
ぜ

浅
羽
は
美
術
館
設
立
運
動
を
応

援
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
帝
国

議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」に

よ
っ
て
浅
羽
の
発
言
を
辿
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
25
議
会
に
お
い
て
、ま
ず
浅
羽
は
美
術
館

設
立
の
請
願
が
１
８
９
０
年
の
帝
国
議
会
開

設
以
来
、初
め
て
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま

す
。浅
羽
自
身
は
美
術
家
で
も
美
術
団
体
の

会
員
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
長
年
苦
労

し
て
い
る
美
術
家
た
ち
を
放
っ
て
お
け
ず
、

紹
介
者
を
買
っ
て
出
た
の
で
し
た
。

　
浅
羽
は
美
術
団
体
が
竹
之
台
陳
列
館
を
使

　
浅
羽
靖（
号
は
苗
邨
、１
８
５
４
〜
１
９

１
４
年
）は
、北
海
中
学
校
の
経
営
と
教
育

に
力
を
尽
く
し
た
人
物
で
す
。胸
像
が
北
海

高
校
の
正
門
近
く
に
建
っ
て
い
ま
す
。

　
浅
羽
に
は
役
人
、教
育
者
、実
業
家
、政
治

家
と
、い
く
つ
も
の
顔
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
多
彩
な
活
動
は
、中
嶋
健
一『「
北
海
学
園

の
父
」浅
羽
靖
』（
北
海
学
園
、１
９
６
９
年
）

に
よ
っ
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
図
書
館
だ
よ
り
』を
ご
覧
の
皆
さ
ん
の
な
か

に
は
、大
学
附
属
図
書
館
の
ル
ー
ツ
で
も
あ

る
北
駕
文
庫
の
設
立
者
と
し
て
ご
存
じ
の
方

も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
１
９
１
１（
明
治
44
）年
の
北
海
道
行
啓

に
お
い
て
、嘉
仁
皇
太
子（
の
ち
の
大
正
天

皇
）の
訪
問
先
に
は
北
海
中
学
校
も
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。そ
の
記
念
と
し
て
、浅
羽
は

自
身
の
蔵
書
や
全
国
各
地
か
ら
の
寄
贈
図
書

を
も
と
に
北
駕
文
庫
を
設
け
、一
般
の
利
用

に
供
し
た
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
浅
羽
の
文
化
施
設
に
対
す
る

関
心
は
、図
書
館
に
と
ど
ま
ら
ず
美
術
館
に

も
及
ん
で
い
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、浅
羽
が

応
援
し
た
明
治
の
美
術
館
設
立
運
動
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
浅
羽
に
つ
い
て
私
が
調
べ
は
じ
め
た
き
っ

か
け
は
、教
養
科
目
の
歴
史
学
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
講
義
の
な
か
で
学
生
た
ち
に
日
本
の
近

現
代
史
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
、浅
羽
の
活
動
を
取
り
上
げ
た
の
で
し
た
。

　
そ
の
準
備
に
あ
た
っ
て
、浅
羽
の
関
係
資

料（
著
作
や
書
簡
な
ど
）を
で
き
る
か
ぎ
り

収
集
し
ま
し
た
。と
く
に
便
利
だ
っ
た
の

が
、国
立
国
会
図
書
館「
帝
国
議
会
会
議
録

検
索
シ
ス
テ
ム
」（http://teikokugikai-i.

ndl.go.jp/

）で
す
。浅
羽
は
晩
年
の
約
10

年
間
、札
幌
選
挙
区
選
出
の
衆
議
院
議
員
で

し
た
。

　
議
員
と
し
て
の
浅
羽
は
、同
時
代
の
政
治

家
た
ち
と
同
様
に
河
川
、鉄
道
、港
湾
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
こ
と
で
地
元
・
北

海
道
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
情
報
は
講
義
を
組
み
立
て
る

う
え
で
と
て
も
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
気
付
い
た
の
は
、浅
羽
が
美
術

用
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
同
情
す
る
一
方

で
、同
館
で
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
問
題
視
し
て
い
ま
す
。と
い
う
の
も
、

こ
の
展
覧
会
の
す
ぐ
側
で
は
商
品
の
販
売
が

行
わ
れ
、家
畜
の
品
評
会
も
開
か
れ
て
い
た

の
で
し
た
。落
ち
着
い
て
作
品
を
鑑
賞
す
る

に
は
不
向
き
な
環
境
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
も
っ
と
も
、浅
羽
は
単
に
義
侠
心
か
ら
紹

介
議
員
と
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
行
動
を
浅
羽
に
と
ら
せ
た
の
は
、

政
治
家
と
し
て
の
見
識
で
し
た
。

　
日
本
に
は
自
国
の
作
品
を
歴
史
的
に
分
類

し
、世
界
各
国
の
作
品
を
収
集
す
る
美
術
館

が
な
い
。そ
の
た
め
、美
術
家
た
ち
が
美
術

品
を
自
身
の
技
能
の
向
上
や
美
術
工
芸
の
発

達
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。こ
れ
が

日
本
の
現
状
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、美
術

教
育
を
盛
ん
に
す
る
た
め
に
、専
門
的
な
美

術
館
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
浅
羽
は
、美
術
家
が
他
の
作

品
を
参
照
す
る
こ
と
で
日
本
の
美
術
全
体
が

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
ま

す
。そ
の
空
間
と
し
て
美
術
館
は
構
想
さ
れ

て
い
た
の
で
し
た
。

　
さ
ら
に
印
象
的
な
の
が
、浅
羽
の「
美
術
そ

の
も
の
は
一
国
の
贅
沢
を
奨
励
す
る
も
の
に

あ
ら
ず
」と
い
う
言
葉
で
す
。そ
の
意
図
は
美

術
が
進
歩
す
れ
ば
美
術
工
芸
品
が
発
達
す
る
、

そ
う
す
れ
ば
海
外
輸
出
の
促
進
に
つ
な
が
る

と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。政
治
家
と

し
て
の
浅
羽
の
な
か
で
、美
術
館
設
立
は
貿
易

す
。こ
の
よ
う
に
浅
羽
た
ち
は
、万
博
の
開
催

と
い
う
旗
を
掲
げ
る
こ
と
で
、文
部
省
か
ら

前
向
き
な
答
弁
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し

た
の
で
し
た
。

　
も
っ
と
も
、ご
存
じ
の
と
お
り
１
９
１
２

年
に
元
号
は
明
治
か
ら
大
正
に
改
め
ら
れ
ま

す
。明
治
50
年
の
万
博
は
幻
と
な
っ
た
わ
け

で
す
。結
局
、浅
羽
の
存
命
中
に
美
術
館
の

設
立
は
具
体
化
し
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の

後
、こ
の
運
動
は
紆
余
曲
折
を
経
ま
す
が
、

北
九
州
の
実
業
家
・
佐
藤
慶
太
郎
の
寄
付
を

受
け
て
東
京
府
美
術
館（
現
在
の
東
京
都
美

術
館
）の
開
館
に
至
り
ま
す
。１
９
２
６（
大

正
15
）年
、浅
羽
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
10
年

近
く
後
の
こ
と
で
す
。

　
美
術
館
設
立
運
動
の
応
援
に
あ
た
っ
て
、浅

羽
は
美
術
家
が
他
の
作
品
を
参
照
す
る
こ
と
を

重
視
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
人
が
文
物

を〈
見
る
〉と
い
う
こ
と
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
は
、

浅
羽
の
多
彩
な
活
動
の
な
か
に
共
通
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。こ
れ
が
当
て
は
ま
る
の

は
、北
駕
文
庫
の
設
立
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
１
９
１
１
年
の
北
海
道
行
啓
で
は
、

北
海
道
命
名
関
係
の
資
料
な
ど
、松
浦
武
四
郎

ゆ
か
り
の
書
物
の
台
覧
を
自
ら
の
企
画
に

よ
っ
て
実
現
し
て
い
ま
す（『
北
海
タ
イ
ム
ス
』

同
年
９
月
21
日
付
）。ま
た
、１
９
０
２
年
に
は

名
所
旧
跡
を
め
ぐ
る
北
海
道
旅
行
倶
楽
部
を

作
り
、会
員
の
心
身
を
鍛
え
よ
う
と
し
ま
し
た

（『
北
海
道
旅
行
倶
楽
部
規
則
』）。

　
こ
の
よ
う
に
辿
っ
て
く
る
と
、浅
羽
は〈
見

る
〉と
い
う
行
為
の
な
か
に
個
人
や
社
会
が
成

長
す
る
契
機
が
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た

人
物
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。だ
か
ら
こ

そ
、美
術
館
設
立
と
貿
易
振
興
政
策
を
結
び
付

け
る
発
想
も
可
能
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
北
海
道
の
新
聞
に
は
、東
京
の
美
術
館
で

開
催
さ
れ
る
展
覧
会
の
広
告
が
よ
く
掲
載
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。道
内
外
の
展

覧
会
を
楽
し
ん
で
い
る
美
術
フ
ァ
ン
の
方
が

多
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。皆
さ
ん

も
東
京
都
美
術
館
に
足
を
運
ば
れ
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、浅
羽
の
奮
闘
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

特 集 ❷

法
学
部 

准
教
授

官
田 

光
史

か
ん

だ

あ
き

ふ
み

美
術
館
設
立
運
動

帝
国
議
会
の
議
事
録
か
ら

な
ぜ
美
術
館
か

「
明
治
50
年
」万
博
と
美
術
館

〈
見
る
〉と
い
う
こ
と

び
ょ
う
そ
ん

あ
さ
ば
し
ず
か

▲浅羽苗邨先生像（筆者撮影）

▲ 25議会の請願文書表

　岡らの請願の紹介議員欄に浅羽の
　氏名が記載、国立国会図書館所蔵

▲東京府美術館（絵葉書、東京都立中央図書館所蔵）
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　今年も残りわずかとなりましたね。これから忘年会やクリスマスなどで街へ出かける機会が増えるかと思います。

体調管理には十分気をつけて、楽しくお過ごしください。また、ご多忙にもかかわらず、図書館だよりの原稿執筆に

ご協力いただきました教員の方々にこの場を借りてお礼申し上げます。それでは皆さま、よいお年をお迎えください。

おすすめ図書おすすめ図書おすすめ図書
R e c o m m e n d e d  B o o k s

　
本
書
は「
働
き
方
も
生
活
の
仕
方
も
自
由
に
欲
張
り
た
い
し
、地
域
振
興
も

し
た
い
」と
い
う
理
想
を
具
現
化
し
た
あ
る
Ｉ
Ｔ
企
業
と
徳
島
の
あ
る
町
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
東
京
の
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業「
サ
イ
フ
ァ
ー
・
テ
ッ
ク
」社
は
長
期
に

わ
た
り
赤
字
経
営
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
保
護
に
関
わ
る

業
務
依
頼
が
多
数
舞
い
込
む
よ
う
に
な
り
、業
績
が
回
復
し
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、会
社
の
規
模
も
小
さ
く
、認
知
度
も
低
い
こ
と
か
ら
、人
が
集
ま
ら
ず
、

次
第
に
社
員
の
業
務
負
荷
が
増
え
、人
間
関
係
が
ギ
ス
ギ
ス
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、社
長
の
吉
田
基
晴
さ
ん
は
あ
る
大
胆
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
思
い
つ
き
、

実
行
に
移
し
ま
し
た
。そ
れ
は
徳
島
県
美
波
町
へ
の
オ
フ
ィ
ス
移
転
で
し
た
。

「
昼
休
み
に
サ
ー
フ
ィ
ン
が
で
き
る
会
社
」、「
半
Ｉ
Ｔ
半
○
○
」（
○
○
に
は

自
分
の
趣
味
を
）な
ど
を
謳
い
文
句
に「
暮
ら
し
」と「
仕
事
」を
ミ
ッ
ク
ス

し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
送
れ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
、大
都
市
圏
の
若
者

か
ら
応
募
殺
到
。一
挙
に
人
材
問
題
は
解
決
し
た
の
で
す
が
、い
ざ
、オ
フ
ィ
ス

を
徳
島
の
美
波
町
へ
移
転
し
て
み
る
と
、「
高
齢
化
」、「
人
口
減
少
」、「
若
者
の

都
市
圏
へ
の
流
出
」、「
基
幹
産
業
の
衰
退
」、「
買
物
難
民
」な
ど
の
過
疎
地
域

特
有
の
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。前
述
の
吉
田
さ
ん
と
社
員
は
Ｉ
Ｔ
企
業

な
ら
で
は
の
方
法
で
そ
の
課
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。そ
れ
が
き
っ
か
け

で
彼
ら
は
地
元
住
民
の
信
頼
を
集
め
、感
謝
さ
れ
、そ
れ
ま
で
ぼ
ん
や
り
と

し
て
い
た
存
在
価
値
や
役
割
が
明
確
に
な
り
、充
足
感
も
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。現
在
は「
サ
イ
フ
ァ
ー
・
テ
ッ
ク
」社
他
15
社
が
美
波
町

へ
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
立
し
、各
社
が
持
つ
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
用
い

て
、地
域
振
興
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　「
働
き
方
も
生
活
の
仕
方
も
自
由
に
欲
張
り
た
い
。社
会
貢
献
も
し
た
い
。

で
も
そ
ん
な
会
社
っ
て
存
在
す
る
の
か
な
ぁ
」と
思
う
方
は
必
見
の
１
冊
で
す
。

本
社
は
田
舎
に
限
る
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図書館OPAC（蔵書検索シス
テム）をリニューアルしました！
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皆さまからの、本冊子に対するご感想を下記のアドレス宛にお寄せください。今後の内容充実のために活用させていただきます。
なお、お寄せいただいたご意見・ご感想についての回答はいたしませんので、あらかじめご了承ください。

▶▶▶ lib@tyhr.hokkai-s-u.ac.jp

冬季休業期間の長期貸出
期間：平成30年12月10日（月）～12月26日（水）
長期貸出返却日：平成31年1月11日（金）

春季休業期間の長期貸出
期間：平成31年1月22日（火）～3月28日（木）
長期貸出返却期限日：
卒業生・修了生………………3月20日（水）
OB・科目等履修生・研究生…3月29日（金）
一般学生………………………4月12日（金）

日曜特別開館（豊平校舎図書館のみ）
平成31年1月27日、2月3日 10：00～16：00

日曜・祝日以外の休館日
冬 季 休 業：平成30年12月27日（木）
　　　　　　～平成31年1月8日（火）
センター試験：平成31年1月19日（土）
入学試験準備：平成31年2月8日（金）
入 学 試 験：平成31年2月9日（土）～2月12日（火）
蔵 書 点 検：平成31年2月20日（水）～2月22日（金）

開館時間変更
センター試験準備日に伴う開館時間短縮：
平成31年1月18日（金）
 9：00～17：00（図書館1階～3階、工学部図書室）
10：00～16：30（図書館4階アクティブ・エリア）

図書館からのお知らせ

拡がる知的好奇心―「ビブリオバトル」の魅力


